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５年 課題（現状、傾向、課題分析） 改善プラン（改善のための具体策や取り組み） 成果と課題

国語

・既習漢字の定着を図る必要がある。

・自分の伝えたいことを明確にして文章にまとめたり、筋道の
通った文章となるように文章の構成を考えたりすることに課題
がある。

・互いの立場や意図を明確にしながら計画的に話し合い、考え
を広げたりまとめたりする力を伸ばしていく必要がある。

・副教材等を活用し、チャレンジタイムや毎日の家庭学習で練習を重
ねる。小テストで自己の実態を把握し、学習方法を改善する力を養
う。
・文章を書く際の根拠となるキーワードや一文を確認し、要点を押さ
えて書くことができるよう指導する。書いた文章をグループで推敲し
ながら改善する時間を確保するなど、文章全体の構成を考える学習を
行う。
・意見の根拠や背景など、自分の考えを言葉にする場面を適宜設定
し、考えを伝える経験を積む。話し合いの内容や時間配分などを検討
しながら互いの意見の共通点、相違点などをまとめられるよう指導す
る。話し合いの流れやポイントを伝え、価値付けていく。

社会

・日本では自然条件を生かして生活や産業が営まれているこ
とを理解し、それを基に人々の工夫や努力について考え、表
現することに課題がある。
・複数の資料から読み取ったことを整理し、分かったことを
結び付けて考える力を伸ばしていく必要がある。

・学習課題について、調べた内容を伝え合ったり、発表したりする
活動を適宜取り入れる。まとめ方のポイントを押さえることで、分
かりやすくまとめようとする意識を高める。
・資料や動画、写真等から気付いたことをグループで交流する活動
を随時行う。自分の考えと比較したり新たな視点を得たりすること
で、それらを結び付けて考えられるように指導する。

算数

・小数のかけ算わり算の計算や、概数、基準量や比較量を求
める計算に課題がある。
・1つの考えに固執せず、多様に考える力を付けていく必要
がある。

・単元学習後も定期的に練習問題に取り組み、確実な知識と技能の
習熟を図る。
・自力解決後の複数の考えを紹介するとともに、集団検討を行うこ
とで妥当性の高い考えを中心に、多様な考えを受け止められるよう
指導する。

理科

・予想や仮説を基に、解決の方法を発想する力を高めていく必
要がある。

・問題を解決していく中で、日常生活と関係付けて考えたり、
新たな疑問を見いだしたりする力を高めていく必要がある。

・児童が考えた予想や仮説を確かめるために、どのような解決の方法
があるか全体で考え、条件を確認しながら丁寧に観察や実験を行い、
予想に基づく様々な実験ができるように用具等を整える。
・授業の導入や活動の中で、日常生活を想起したり、生活との結び付
きや学びの広がりを意識したりしながら、毎時間の振り返りを行うよ
うにする。

音楽

・音楽を形づくっている要素を基に、聴き取ったことと感じ
取ったことを関わらせて、曲全体を捉える力を伸ばしていく
必要がある。
・思いや意図をもって表現するために必要な技能、互いの声
や音、全体の響きを聴きながら合わせる技能を高める必要が
ある。

・楽曲への理解を深めるために、聴き取ったことと感じ取ったこと
を関わらせながら、グループや全体で話し合い、自分の考えをまと
める活動を繰り返し行う。
・それぞれのパートの役割を理解し、どのように音や声を響かせた
らよいかを考えながら、聴き合って音を重ねる体験を積み重ねる。

図工

・題材、めあてに即した工夫を考えられるようにするための手
だてを講じる必要がある。
・作品を最後まで粘り強く仕上げ、題材のめあてを深めていく
力を伸ばす必要がある。

・題材の導入で、作品を例示し、視覚的に意識できるようにするとと
もに、使用する描画材や材料について話し合う活動を取り入れる。
・題材の時間数やめあて、描画材のポイントを常に明示し、授業の進
行に合わせて新たな描画材や材料を示すことで、最後まで工夫を考え
られるようにする。

家庭
・自分の生活経験と結び付けて考えたり、よりよい生活にす
るために工夫したりする力を育む必要がある。

・視聴覚教材や大型教具を活用したり、グループ学習を実施したり
繰り返し課題に取り組んだりすることで、基本的な技能の習得を図
る。

体育

・自ら課題を把握し、解決方法を考えたり選択する力を身に
付けたりする必要がある。

・課題の解決方法や自らの考え等を分かりやすく伝えるため
に、表現力を伸ばしていく必要がある。

・自己の課題を的確に把握するために、ICTを活用したり、友達に動きを見
てもらったりする。
・様々な学習の場を用意し、様々な動きを経験する中で、自己の課題に
合った場を選べるようにする。
・適切な学習資料を提示したり、協働的な学びを展開したりする中で、課
題解決能力を高めていく。
・ペアやトリオ、チーム等で学習活動を振り返る時間を設けるとともに、
考えたことをノートに記す活動を実践する。
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